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２０２３年（令和５年）  ５月１１日  (木 ) 晴  第２７６０回（当年度第２９回）例会  
                  

点 鐘                 会長  冨永 典夫君 

司 会                 ＳＡＡ  片平 博己君 

国歌斉唱                      「君が代」 

ロータリーソング斉唱            「奉仕の理想」 

４つのテスト唱和               沢田 昌久君 

－ 言行はこれに照らしてから － 

１．真実かどうか 

２．みんなに公平か 

３．好意と友情を深めるか 

４．みんなのためになるかどうか 

ゲスト及びビジター紹介  

       学校法人滝学園 事務局長 壁谷 昭徳様 

 
２０２２－２３交換留学派遣候補生 井口 凜俐さん 

 

会長挨拶  

 
会長  冨永 典夫君 

ゴールデンウイークが終わり多くの方があちらこちら

へ外出されたことと思います。旅行も、コロナ渦以前の

状態に戻ってきております。江南ロータリークラブの親

睦家族会が大変楽しみであります。 

さて、５月は若い人々の育成を支援するすべてのロ

ータリー活動に焦点を当てる青少年奉仕月間でありま

す。ロータリーでは、教育の機会を広げ、若い世代のリ

ーダーがリーダーシップのスキルを身につけ、奉仕の価

値観を学べるよう応援しております。 

 １２歳から１８歳までの青少年を対象にして、地元での

ボランティア活動や海外のインターアクト会員（通称「イ

ンターアクター」）との交流を通じて視野を広げ、国際感

覚を養っています。また、１８歳から３０歳までの青少年

を対象にしたローターアクトクラブでは、青少年がロータ

リアンの指導の下、積極的な奉仕活動と自己研鑽に励

んでいます。そしてロータリー青少年指導者養成プログ

ラム（RYLA）は、ロータリーが実施する、若者のリーダー

シップや良き市民、人間としての成長を目的にした研修

で、毎年多くの若者が参加しています。最後に青少年

交換では、年間８，０００人もの若者が、長期・短期のホ

ームステイを通し国際交流や異国の文化や経済につい

て見識を深める貴重な経験の場となっております。本日

は、青少年交換でチェコに行かれる井口凛俐さんが現
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在の意気込みを語って頂きます。 

江南ロータリークラブでは、ローターアクトの解散以

降、青少年奉仕の活動が減少してしまいました。未来の

社会や経済を担う若者への支援は、ロータリーとしても

大変重要な奉仕活動だと思っています。どうぞ皆様も５

月の青少年奉仕月間を、青少年について考え・奉仕活

動する機会としていただければ幸いです。 

 

青少年交換報告      派遣候補生 井口 凜俐さん 
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幹事報告  -別紙-          幹事 岩田 進市君 

 

出席報告                委員  木本 寛君 

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 

４８名 ３７名 １１名 ８４．０９％ 

 

ニコボックス                委員  木本 寛君 

〇地区研修・協議会報告よろしくお願いします！井口さ

んようこそ！ 

冨永 典夫、南村 朋幸、岩田 進市、駒田 洋平各君 

〇大型連休を利用して、４４年振りに二度目のハネムー

ンに出掛けました。 

倉知 正憲君 

〇井口凜俐さん、ようこそお越し下さいました。本日地

区研修報告させて頂きます。よろしくお願いします。 

堀尾 庄一君 

〇地区研修協議会の発表をさせて頂きます。よろしくお

願いします。 

沢田 昌久君 

〇井口凜俐さん、ようこそ江南ロータリークラブへ。本日

青少年交換報告よろしくお願いします。 

木本 寛君 

〇本日、地区研修協議会の報告をさせていただきます。

よろしくお願い致します。 

尾関 育良 

〇誕生日のお祝い、ありがとうございます。 

濱島 聡一朗 

〇滝学園事務局長 壁谷明徳様、派遣候補生 井口凜

俐さん、ようこそ江南ロータリークラブへ！ 
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松岡 一成、庄田 元久、古田 嘉且、杉浦 賢二 

伊藤 靖祐、沢田 昌久、長瀬 晴義、波多野 智章 

富田 清孝、滝 祥夫                各君 

 

卓 話       地区研修・協議会報告 

次年度会長 富田 清孝君 

 
４月９日に地区研修会ということで名古屋マリオットア

ソシアホテルに行ってまいりました。 

 いつもの様にセレモニー、本会議、特別講演、分科会

という順で進められており、セレモニーの後、次年度ＲＩ

会長のビデオメッセージを見ました。 

 

 次年度ＲＩ会長はスコットランド出身のゴードンＲ．マッ

キナリーという方で、所属クラブはサウスクイーンズフェ

リーロータリークラブです。経歴はダンディー大学卒業

後に口腔外科の学位を取得しエジンバラで歯科医院を

経営し、その間にいろいろな役職をしてみえる方です。

毎日いくつかの橋を渡り歯科医院に通っていたそうです。

私は親近感を感じます。 

ここで聞いた話ではありませんが、ガバナーエレクト

の酒井さんの話によりますとマッキナリーさんは以前に

弁護士をされていた弟さんを自殺で亡くされたそうです。

それでたいそう悔やまれ深く心に傷を持った方だそうで

す。 

 

次年度ＲＩのテーマはＣＲＥＡＴＥ ＨＯＰＥ ｉｎ ｔｈｅ Ｗ

ＯＲＬＤです。世界に希望を生み出そうということです。こ

れはロータリーが世界に変化をもたらす方法であると言

ってみえました。 

今世界は、新型コロナウイルスがおおくの人を傷つけ、

又身近な人を失ったり、社会的なつながりを絶ったりし

ています。又、ロシアがウクライナに侵攻したり、世界中

で多くの紛争がおこっています。 

この様なことが世界を分断しています。だからこそ今

世界に希望を生み出そうということだと思います。 

 

  次に分科会でガバナーエレクトの酒井さんの話を聞

きました。「培おうプライド、育もうブランド、そして未来へ」

というテーマです。そこでロータリーのプライドとは次の

様に言ってみえました。 

 

・私たちには奉仕の精神があふれているということ。 

・ロータリーはなぜ不変なのか知っているということ。 

・ロータリーが世界に欠かせない存在であるという信

念があるということ。 

   

ロータリーのブランドとは次の様に言ってみえました。 

 

  ・良いイメージがあると地域から認められること。 

  ・ロータリーが地域を支えているということ。 

  ・会員が積極的に行動すればクラブの活動が更に促

進されること。 

 

 そのプライドを持って行動すればやがてブランドになる

ということでした。 

 これでロータリーの問題は全て解決されるそうです。 

  

次に伊藤靖祐さんの話がありました。 

ＷＦＦを中日新聞で一面を使って宣伝したそうです。 

 

次年度 会員増強常任委員長 堀尾 庄一君 

 
第１分科会はテーマが 

「培おうプライド、育もうブランド、そして未来へ！！」 

で行われ、会員増強に関しては江南ＲＣにも２回ほど来

ていただいた名古屋錦ＲＣの石井弘子さんに次期地区

会員増強委員長としてお話していただきました。 

内容は一言で言えば会員の増強と退会防止がクラブ

を強くする、ということです。 

２７６０地区の会員数は１９９８年をピークにコロナな

どで減ったものの、プラス５％を目標にすればコロナ前

の水準に戻るようです。 

ただし直近の１年では３３３名入会したものの３４０名

が退会したそうです。ですから退会防止が大きな課題で

す。 

増強に関しては従来の方法の強化、つまり会員候補

者の情報と体験。さらに従来と違うターゲット、つまりア

クトなどの若年層を対象にする。そのためには例会を月

２回にするとかＷＥＢ例会にするとかで会費を安くすると

かが考えられます。 

また世界ではロータリアンの２５％が女性であること

から、やはり女性に力を入れていくということです。 

今年度も地区では１０月２４日に「女性の集い」を、第

２回は２月１３日に ZOOMで「女性の集い」を予定してい

ます。 
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退会防止に関しては、退会はクラブに対するＮＯ！で

あるという観点から個別の対応をする。また理由の不明

確な退会はクラブに魅力と居場所が無いので、メンタシ

ステムとか言っていましたが、メンタライジングシステム

であれば心理学の世界なので難しいのですが、オリエ

ンテーションを開催するとか同好会への参加を促すとか

得意分野での役割をお願いする、とかが必要とのことで

した。 

 

次年度 公共イメージ向上常任委員長 尾関 育良君 

 
次年度公共イメージ向上常任委員会委員長及びＲ情

報・ＩＴ委員会委員長を仰せつかっております尾関育良

です。宜しくお願い致します。 

今回のご報告では、分科会の内容に絞ってお伝えさ

せていただきます。 

 

私が研修を受けたのは、公共イメージについての第３

分科会でした。 

「ロータリーの公共イメージ向上とは」というテーマが

掲げられ、まず、堀尾次期地区公共イメージ向上委員

長から、公共イメージ向上委員会は、５つある地区の設

置義務委員会の一つであり、重要な委員会であること、

ロータリーの公共イメージとは何かという点、そして、ロ

ータリーの公共イメージ向上のために利用できる資料

が閲覧できる、マイロータリー内のブランドリソースセン

ター、ＷＥＢやＳＮＳを活用したロータリーのＰＲ方法や、

クラブ公共イメージ向上委員会の役割などについての

お話がありました。 

委員会の次年度の活動方針は、正しい公共イメージ

を提供することにより、ロータリーへの関心や参加を促

すことに注力することであるとのことです。具体的には、

マスメディアへの発信、ＨＰの充実、ＳＮＳの活用などを

挙げておられました。また、ずっと言われていることでは

ありますが、Ｍｙ Ｒｏｔａｒｙへの登録促進を継続し、６０％

の登録を目標とするとのことでした。 

また、ワールドフードふれあいフェスタは、公共イメー

ジ向上のための一大イベントであるとの説明がありまし

た。 

今年も、愛知ロータリーＥクラブとの合同例会の後に足

を運びましたが、既に１０回目と継続して開催されており、

イベントの大きさからすれば、その通りだと思います。例

年、分区ごとにブースを出していますので、次年度、東

尾張分区のガバナー補佐から何かしらの要請があった

場合には、前向きに検討しなければならないかな、と思

いました。 

 

次に、古市次期地区公共イメージ向上副委員長から

ロータリー公共イメージの必要性についてのお話があり

ました。 

ＲＩの戦略的優先事項として、社会により大きなインパ

クトをもたらすということがあり、これがすなわち、公共イ

メージの向上である、ということでした。そして、多くの人

に社会のニーズを知らせ、情報共有を促すことが、ロー

タリーのビジョンの実現につながるということでした。 

では、実際には、何を、誰が、どのようにして社会に

発信していくのか。 

まず、「何を」発信するかについては、奉仕プロジェク

ト、ロータリアンはどんな人なのか、ロータリークラブは

どのような組織か、等を発信していくことになります。 

次に、「誰が」発信するかにつきましては、ロータリア

ン一人一人が、クラブが、そして地区が発信していくこと

になります。 

そして、「どのように」発信していくかについては、会

報、ホームページ、地域のイベントが挙げられていまし

た。 

 このようにして発信していく際のポイントとしては、適

切なテーマ及び発信者の選択、ロータリーというブラン

ドの活用、そして知ってもらいたいことだけではなく、人

々が何を求めているかを考えて発信することが大切で

あるとの説明がありました。また、ロータリーのロゴにつ

いては、新しくなっており、クラブ名を入れることになって

いますので、クラブ名を必ず入れるようにとの注意があ

りました。 

そして、地区の委員会からのお願いとして、ポリオ根

絶キャンペーンの発信、各クラブの奉仕活動を地区の

ホームページやフェイスブックに投稿すること、マスメデ

ィアを上手に活用して取り上げてもらうこと、等の要請が

ありました。 

 

その後、児玉次期地区公共イメージ向上副委員長か

ら、Ｍｙ Ｒｏｔａｒｙの登録とラーニングセンターの活用に

ついてのお話がありました。 

Ｍｙ Ｒｏｔａｒｙの登録につきましては、先ほどお話させ

ていただきました通り、常に言われ続けていることです

ので、ご協力いただきますよう宜しくお願い致します。今

年度の猪子委員長も一生懸命対応していただいている

と思いますが、引き続き、私の方でも登録方法をサポー

ト致しますので、遠慮なくお声掛けください。ちなみに、

江南ロータリークラブの現在の登録率は５８．３３％のよ

うです。 

Ｍｙ Ｒｏｔａｒｙに登録しますと、ラーニングセンターが使

用可能になります。コースカタログがありますので、これ

を選択してロータリーについて学ぶことができますので、

是非ご活用下さい。 

  

また、稲熊次期地区公共イメージ向上副委員長から

は、公共イメージ向上のためのＳＮＳの活用方法につい
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てのお話がありました。 

公共イメージ向上についてのＲＩの考えは、ラーニン

グセンターで確認できますので、確認いただいた上で、

ロータリーの活動を積極的にＰＲするような意識改革が

求められているとのことでした。 

ではどのようにＰＲするか、ということについて、ロー

タリアン一人一人がブランドの推進者であり、個人レベ

ルでの発信を推奨しているとのことでした。従って、例え

ば、フェイスブックやインスタグラム、ツイッター等でフォ

ロワーに向けてロータリーについて発信をしていくという

ことでした。 

私は、ＳＮＳをしないですので、なかなか難しいことだ

な、と思って聞いておりましたが、現代において情報を

発信する、ということになれば、こうしたツールを使用し

なければなかなか社会で認知されないというのも時代

の流れなのかなと感じました。 

 

その後、池森ロータリーの友時期地区代表委員より、

ロータリーの友についてのお話がありました。 

ロータリーの友への寄稿のお願いがありましたので

皆さん、ご検討下さい。とりあえず出してみて欲しいとの

ことでした。ただし、申込書は読める字で書いて欲しいと

のことでした。また、広告の掲載も活用して欲しいとのこ

とでしたので、あわせてご検討ください。 

 

以上が、第３分科会のご報告となります。ご清聴あり

がとうございました。 

 

 

次年度 ロータリー財団常任委員長 沢田 昌久君 

 
ロータリー財団常務委員長の沢田です。地区研修協

議会では第六分科会に参加して来ました。 

私達クラブがお世話になる補助金は、地区補助金だ

とおもいますので、その部分に重点をおいてお話したい

と思います。 

３年前２０－２１年度の年次基金への寄付総額は恒

久基金を合わせて約８０万ドルでした。 

この総額は地区財団活動資金として４０万ドル、国際

財団活動資金として４０万ドルとに等分されます。 

そして地区財団活動資金をさらに地区補助金とグロ

ーバル補助金に等分配され、地区クラブの補助金事業

として２０万ドルが使われます。 

国際財団活動資金は、財団本部がその使途を決定

できるものですが、全く我々が使えない訳ではありませ

ん。 

グローバル補助金の申請によって８０％が上乗せさ

れるものです。 

地区補助金の条件というのは比較的小規模で短期

間のプロジェクトを支援、そして地元や海外で今すぐ必

要とされる支援に取り組むというのが要件になります。 

そして、次年度から３年前に拠出した年次基金総額

の金額の２５％を地区補助金とする新しいルールになり

ました。 

 これは、今まで１００万円の補助金を求められたら、１

００万円を超えるクラブの拠出金、総額２００万円の事業

として申請をお願いしていました。これでは年次基金が

少ないクラブでも上限１００万円を地区から出していたこ

とになり、非常に不公平感があるということになります。

また多くのクラブが多額の補助金を求めることで地区の

補助金の残高が枯渇するということになりかねないとい

う理由でもあります。そこで、今回のような年次基金の

額に対して２５％に限って出しましょう、その代わり、クラ

ブの費用負担が無い事業でもかまわないということにな

りました。 

合わせて事業にクラブ拠出金を加えて規模を大きく

することは、もちろん問題ないということです。 

そして補助金事業の実施及び報告書作成の注意事

項については、下記の内容を順守してほしいとのことで

した。 

○プロジェクト終了後1ヶ月以内に「最終報告書」を提

   出 

○補助金専用口座から支配を行う 

○講師の交通費や宿泊代金は、講師料に含めず、そ

れぞれの領収書が必要 

○海外での事業の場合、講座から海外送金が望まし

いが現金払いも良しとする。但し、必ず領収書を持

参する。 

○提出書類が多言語の場合、必ず和訳を添付する。 

 

以上です。 

 

次年度 会長エレクト 南村 朋幸君 
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本日の食事 

 
 

 

会報掲示板 

 
 

 
 

 

写真等がございましたら会報までお知らせください 

（担当 尾関 育良・横山 史明） 

Ｍｙ ＲＯＴＡＲＹの登録はこちら 
※初めての方は 

アカウントを作成してください。 

※アカウントがある方は 

 ログインしてご覧ください。 

ROTARY ２７６０ 

アプリダウンロードはこちら 


